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全都道府県にある国立大学は、それぞれの個性と特色を生かし、かつ国立大学全体で有機的に連携して
社会の持続的発展を目指しています。そのためには、世界及び地域が直面する問題を打開する必要があ
ります。国立大学は、グローバルに展開する「ナショナルセンター」として、また、地元の発展に寄与する
「リージョナルセンター」として、希望ある未来へのバトンを次世代につないでいきます。

国立大学からのメッセージ

有機的連携で
未来を拓く
ナショナルセンター機能の徹底的強化
国際的な教育研究のネットワークの一員として、

海外の教育機関との連携を深め、相乗的な飛躍を図る

リージョナルセンター機能の抜本的強化
地元に根差した高等教育機関として、産業・経済活動、教育、
歴史・文化の保存などに尽力し、地域振興を推進する
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国
立
大
学
は
、
国
際
競
争
力
を
強
化
す
る
と
同
時
に
国
際
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、

国
際
交
流
と
国
際
貢
献
活
動
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

今
号
の
特
集
で
は
、
新
時
代
を
築
く
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
育
成
す
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、

国
立
大
学
の
資
源
や
強
み
を
国
際
社
会
で
生
か
す
た
め
の
取
り
組
み
、

海
外
の
大
学
な
ど
と
連
携
し
て
設
置
す
る
、
教
育
・
研
究
拠
点
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

【
特
集
】有
機
的
連
携
で
未
来
を
拓
く

国
境
を
超
え
る
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複
雑
化
す
る
社
会
や
、
ま
す
ま
す
進
む
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
す
る
た
め
、

国
立
大
学
は
、
従
来
と
は
異
な
る
、
新
し
い
形
の
教
育
・
研
究
活
動
を
実
行
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
リ
ー
ダ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
紹
介
し
ま
す
。

国
際
社
会
で
活
躍
し

次
世
代
を
担
う
人
材
を
輩
出
す
る

グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
育
成

撮影／金澤篤宏

世
界
に
通
じ
る
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の

総
合
力
と
人
間
力
を
育
成
す
る

京
都
大
学

国際舞台で求められる
アウェーで戦える人材

横浜国立大学

　

京
都
大
学
は
、
２
０
１
１
年
度
よ
り
、

「
京
都
大
学
大
学
院
思
修
館
」
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
の
実
現
に
向
け

て
、
２
０
１
３
年
４
月
に
新
大
学
院
「
総

「
世
界
を
舞
台
に
活
躍
で
き
る
人
材
の

育
成
」
を
国
際
戦
略
に
掲
げ
る
横
浜
国

立
大
学
で
は
、
以
前
か
ら
国
際
交
流
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
３
か
月
未
満
の
学

生
の
海
外
派
遣
と
留
学
生
の
受
け
入
れ

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
初
め
て
国
外
に
出

る
学
生
も
多
く
、
更
に
、
そ
こ
で
得
た

体
験
に
刺
激
を
受
け
、
よ
り
長
期
間
の

留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
目
指
す
学
生
も
出

て
き
て
い
ま
す
。

　

同
大
学
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
日
本
人
、

海
外
の
留
学
生
を
問
わ
ず
、
国
境
を
超

え
て
「
ア
ウ
ェ
ー
で
戦
え
る
」
人
材
の

育
成
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

合
生
存
学
館
（
通
称
：
思
修
館
）」
を
設

置
し
ま
す
。
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
並
び
に
新
大

学
院
で
は
、
研
究
者
や
専
門
家
を
育
て
る

従
来
の
大
学
院
研
究
科
と
は
全
く
異
な

る
教
育
理
念
の
下
、
合
宿
型
研
修
施
設
に

お
い
て
、
５
年
一
貫
で
リ
ー
ダ
ー
を
養
成

し
ま
す
。
高
い
使
命
感
・
倫
理
観
・
洞

察
力
・
企
画
力
・
人
間
力
を
有
し
、
将
来
、

国
際
機
関
や
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
ト
ッ

プ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
人
材
の

育
成
が
目
的
で
す
。
そ
の
た
め
、
深
い

専
門
性
だ
け
で
は
な
く
、
文
系
・
理
系

を
問
わ
な
い
８
分
野
（
八
思
）
の
総
合

学
術
基
盤
講
義
で
高
度
な
知
識
を
広
く

修
得
さ
せ
、
産
業
界
・
官
界
・
国
際
機

関
な
ど
、
各
界
の
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
熟

議
で
柔
軟
な
理
解
力
と
思
考
力
を
養
い

ま
す
。
加
え
て
、
国
内
外
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
行
う
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
現

地
実
践
教
育
）
で
人
間
性
を
磨
き
、
判

断
力
と
社
会
性
を
身
に
つ
け
、
多
様
な

社
会
で
多
く
の
人
を
先
導
す
る
資
質
と

能
力
を
向
上
さ
せ
ま
す
。

　

思
修
館
は
、
日
本
の
大
学
院
改
革
の
第

一
歩
で
も
あ
り
ま
す
。「
こ
の
分
野
に
こ

の
人
あ
り
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
、
人
と

し
て
優
れ
た
真
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
を
、
産
業
界
・
経
済
界
・

官
界
・
国
際
機
関
並
び
に
海
外
の
政
府

機
関
な
ど
と
と
も
に
育
成
し
ま
す
。

文化交流を行う学生たち。
ここ２年間で約 750 人が
参加している

http://www.ynu.ac.jp/
international/support/shortstay/
index.html

http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/news_data/h/h1/
news5/2011/120206_2.htm

「
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
の
ド
ク
タ
ー
」を
養
成
し
た

い
と
語
る
川
井
教
授（
左
）と
大
嶌
教
授（
右
）

思修館学びのシステム

【1 年目】 学位論文研究／国内現地実践教育

【2 年目】 学位論文研究／国外現地実践教育

【3 年目】 8 分野総合学術基盤講義／学位論文研究

【4 年目】 国際実践教育（海外武者修行）

【5年目】 独自プロジェクトの企画立案、実施

多様なキャリアパス

学位授与

国際社会・国内各界のトップリーダーに！

➡

➡

➡

➡

➡

➡

➡
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海外インターンシップが実践力を鍛える
広島大学

【特集】　有機的連携で未来を拓く 国境を超える

　

グ
ロ
ー
バ
ル
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
（G.ecbo

プ
ロ
グ
ラ
ム
）

は
、
国
際
社
会
で
活
躍
で
き
る
高
い
倫

理
観
と
国
際
的
視
野
を
持
っ
た
研
究
者

や
高
度
専
門
職
業
人
の
育
成
を
目
的
と

し
た
、
大
学
院
特
別
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
す
。
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
核

と
し
た
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
型
教
育
を
採
用

し
、
毎
年
公
募
に
よ
り
約
30
名
の
大
学

院
生
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
す
る
学
生
は
、
語
学
や
課
題
発

掘
・
問
題
解
決
能
力
と
リ
ス
ク
管
理
に

関
す
る
事
前
研
修
の
後
、
主
に
開
発
途

上
国
の
教
育
・
研
究
機
関
、
民
間
企
業
、

国
際
協
力
機
関
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
へ
１
～

３
か
月
派
遣
さ
れ
ま
す
。
派
遣
先
で
は
、

就
労
体
験
に
加
え
、
現
地
の
ニ
ー
ズ
を

踏
ま
え
た
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
研
究
や

実
践
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。
帰
国
後

は
、
個
々
の
研
究
へ
の
活
用
や
現
地
体

験
に
基
づ
く
ケ
ー
ス
教
材
の
作
成
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
教
員
や
他
学
生
と
の

知
見
の
共
有
や
蓄
積
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
５
年
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
始
以

降
、
国
連
開
発
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）
な
ど
、

18
か
国
１
地
域
に
あ
る
約
20
の
機
関
に

２
０
０
人
近
い
学
生
が
派
遣
さ
れ
ま
し

た
。
復
興
支
援
の
学
生
活
動
に
参
加
す

る
者
や
、
帰
国
後
の
就
職
先
で
海
外
事

業
に
携
わ
る
者
な
ど
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
修

了
生
は
、
後
輩
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
し

て
活
躍
し
始
め
て
い
ま
す
。

海
外
パ
ー
ト
ナ
ー
機
関
と
の
共
同
指

導
・
共
同
学
位
授
与
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
２
０
１
２
年
末
ま
で
に
ド
イ

ツ
、
イ
タ
リ
ア
の
機
関
と
の
間
で
、
共

同
学
位
３
件
が
授
与
さ
れ
ま
す
。
更

に
、
２
０
０
７
年
に
設
立
し
た
ア
ジ
ア
・

ア
フ
リ
カ
研
究
教
育
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

（
Ｃ
Ａ
Ａ
Ｓ
）
加
盟
の
学
術
機
関
を
中
心

に
、
現
地
調
査
と
理
論
構
築
を
目
的
と

し
て
若
手
研
究
者
を
最
長
１
年
間
派
遣

し
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
研
究
成

果
発
表
の
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
、

２
０
０
７
年
か
ら
現
在
ま
で
に
、
延
べ

１
０
０
人
以
上
の
人
文
・
社
会
科
学
諸
分

野
の
研
究
を
行
う
若
手
研
究
者
に
、
国
際

的
な
研
鑽
の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

東
京
外
国
語
大
学
で
は
、
人
文
・
社

会
科
学
分
野
で
は
ま
れ
な
試
み
で
あ

り
、
日
本
に
お
い
て
は
極
め
て
先
進

的
な
取
り
組
み
で
あ
る
、
博
士
論
文
の

海
外
の
大
学
と
共
同
で

学
位
論
文
を
指
導   

東
京
外
国
語
大
学

英
・
独
・
仏
と
と
も
に
つ
く
る

国
際
共
同
研
究
体
制
　

名
古
屋
工
業
大
学

　

名
古
屋
工
業
大
学
で
は
、
学
内
と
国

内
外
の
研
究
者
が
協
力
し
、
２
０
０
７

年
に
「
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
科
学
研
究
教
育

院
」
を
創
設
し
ま
し
た
。
同
院
で
は

英
・
独
・
仏
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成

し
、
そ
の
研
究
活
動
を
若
手
の
人
材
育

成
に
反
映
さ
せ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
国
際
的
・
実
践
的
な
新
規
研
究
テ
ー

マ
の
発
掘
や
人
的
交
流
が
円
滑
化
さ
れ
、

「
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
・
ナ
ノ
チ
ュ
ー
ン
科
学

に
関
す
る
研
究
」
な
ど
の
国
際
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発
足
や
、
留
学
希
望
者

数
の
増
加
な
ど
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

更
に
２
０
１
３
年
の
欧
州
事
務
所
の

設
立
に
よ
り
、
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機

能
を
強
化
し
、
世
界
で
活
躍
す
る
人
材

を
育
て
る
教
育
研
究
を
推
進
さ
せ
ま
す
。

ボローニャ大学での共同学位最
終審査の様子（上）と、提出さ
れた共同学位論文（下）

エ
ル
ラ
ン
ゲ
ン
‐
ニ
ュ

ル
ン
ベ
ル
グ
大
学
（
独
）

を
見
学
す
る
学
生
（
上
）

と
、
研
究
発
表
を
行
う

学
生
（
下
）

http://ofias.jp/j/itpsite/http://reics.web.nitech.ac.jp/

http://www.hiroshima-u.
ac.jp/gecbo/index.html

バングラデシュの
教育について調査
する学生

現地教育
グローバルインターンシップ

事後教育
演習・論文研究

実社会へ

事前教育
基礎知識・技術の教育

➡
サンドイッチ型教育の
仕組み
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国
立
大
学
は
、
医
療
や
環
境
を
始
め
と
す
る
分
野
で
最
先
端
の
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

海
外
か
ら
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
人
材
派
遣
や
、
研
修
員
の
受
け
入
れ
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

知
的
・
人
的
資
源
の
伝
達
・
共
有
化
を
図
り
、
世
界
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

世
界
に
羽
ば
た
く
知
恵
と
技

人
的
・
技
術
的
交
流
を
促
進
し

得
意
分
野
で
国
際
貢
献
す
る

地
下
水
都
市
・
熊
本
か
ら

世
界
の
水
資
源
環
境
の
改
善
を
推
進

熊
本
大
学

　

熊
本
大
学
で
は
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ

カ
諸
国
と
の
環
境
科
学
技
術
に
関
す
る

国
際
共
同
教
育
拠
点
形
成
事
業
と
し
て
、

２
０
１
０
年
か
ら
「
熊
本
大
学
地
下
水

環
境
リ
ー
ダ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
『
通

称
G
e
l
K
（
ジ
ェ
ル
ク
）』」
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

水
資
源
の
保
全
や
管
理
に
関
し
て
総
合

的
か
つ
体
系
的
に
学
び
、
水
問
題
解
決

に
貢
献
す
る
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
環

境
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
と
同
時
に
、
国
内

外
の
水
環
境
に
つ
い
て
、
情
報
交
換
や

技
術
支
援
を
行
う
、
環
境
外
交
の
拠
点

と
な
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

ほ
ぼ
１
０
０
％
地
下
水
に
依
存
す
る
、

日
本
一
の
地
下
水
都
市
・
熊
本
市
に
あ

る
同
大
学
に
は
、
長
年
の
地
下
水
研
究

で
蓄
積
さ
れ
た
豊
富
な
デ
ー
タ
と
、
国

内
外
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
多
数
の
湧
水
や
白
川
中
流
域
の

涵
養
田
な
ど
、
水
循
環
の
シ
ス
テ
ム
を

実
地
に
学
べ
る
環
境
が
身
近
に
あ
り
、

実
践
的
な
研
究
が
可
能
で
す
。

　

近
年
の
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
地
域
で

は
、
経
済
成
長
が
著
し
い
一
方
で
、
地

下
水
に
依
存
す
る
傾
向
が
強
ま
り
、
過

剰
な
取
水
と
水
質
の
汚
染
が
問
題
化
し

て
い
ま
す
。
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
そ

う
し
た
国
々
の
学
生
に
広
く
門
戸
を
開

き
、
か
つ
日
本
人
の
学
生
を
常
に
受
け

入
れ
る
こ
と
で
、
国
内
外
の
水
環
境
の

現
状
と
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
将
来
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
築
く
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

現
在
、
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
学
ぶ
留
学

生
は
、
帰
国
後
、
母
国
で
教
職
や
研
究

職
に
就
く
こ
と
を
希
望
し
て
い
ま
す
。

将
来
、
彼
ら
か
ら
学
ぶ
第
２
、
第
３
の

地
下
水
環
境
リ
ー
ダ
ー
が
育
つ
こ
と
で
、

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
継
続
的
な
支
援
に
育

つ
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

http://www.gelk.info/

原虫病の専門家を育て
食の安全を確保する

帯広畜産大学
　

原
虫
病
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
国
内
の
獣

医
・
畜
産
学
系
大
学
で
唯
一
、
家
畜
感
染

症
で
あ
る
原
虫
病
の
研
究
拠
点
と
し
て
、

国
内
外
の
大
学
・
研
究
機
関
、
国
際
獣
疫

事
務
局
（
Ｏ
Ｉ
Ｅ
）
な
ど
と
と
も
に
、
原

虫
病
の
調
査
や
診
断
法
、
ワ
ク
チ
ン
開
発

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
８
年
度
か
ら
は
、
地
球
規
模
の

「
食
の
安
全
確
保
」
の
た
め
、「
ア
ニ
マ

ル
・
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヘ
ル
ス
」
開
拓
拠
点

の
中
核
と
し
て
国
際
協
力
機
構
と
連
携
し
、

家
畜
原
虫
病
国
際
専
門
家
の
育
成
に
加
え
、

開
発
途
上
国
の
若
手
研
究
者
へ
の
技
術
支

援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

GelK の概念図

カ
メ
ル
ー
ン
で
の
水
質

調
査
の
様
子
（
上
）
と
、

熊
本
市
内
の
井
戸
で
、

現
地
調
査
を
行
う
学
生

た
ち
（
下
）

原虫病研究センターで実施した、簡
易ＬＡＭＰ診断法技術講習会の様子

http://www.obihiro.ac.jp/~protozoa/
index.html

GelK では、水循環のシステムを体系的に学べる
カリキュラムが用意されている
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サ
ブ
サ
ハ
ラ
諸
国
で
は
、
母
子
保

健
や
感
染
症
、
外
傷
な
ど
に
お
け
る

医
療
従
事
者
の
育
成
が
急
務
と
さ
れ
、

２
０
１
１
年
度
か
ら
、
国
際
協
力
機
構

に
よ
る
研
修
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

福
井
大
学
医
学
部
で
は
、
ウ
ガ
ン
ダ

在
住
の
日
本
人
か
ら
ア
フ
リ
カ
の
現
状

を
耳
に
し
た
教
員
が
、
２
０
０
４
年
に

現
地
に
足
を
運
び
、
当
地
の
医
療
状
況

の
問
題
点
を
調
査
し
ま
し
た
。
以
来
、

現
地
で
ア
フ
リ
カ
人
医
師
と
交
流
し
な

が
ら
、
手
術
手
技
の
指
導
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

２
０
１
０
年
に
は
、
ウ
ガ
ン
ダ
の
マ

ケ
レ
レ
大
学
内
に
「
東
ア
フ
リ
カ
外
傷

国
際
教
育
セ
ン
タ
ー
」
を
設
立
し
、
九

州
大
学
、
三
重
大
学
、
広
島
大
学
な
ど

と
協
力
し
て
、
現
地
の
医
師
た
ち
を
指

導
す
る
指
導
医
の
研
修
な
ど
の
交
流
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
福
井
大
学
で
は
、
現
地
の
慢

性
的
な
医
師
不
足
の
解
決
に
向
け
て
、

サ
ブ
サ
ハ
ラ
諸
国
か
ら
の
研
修
生
を
受

け
入
れ
、
技
術
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

２
０
１
２
年
度
に
は
８
人
の
研
修
生
を

受
け
入
れ
ま
し
た
。

　

同
大
学
で
学
ん
だ
研
修
生
た
ち
は
、

帰
国
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
母
国
で
、
医
師

を
指
導
す
る
立
場
と
な
り
、
活
躍
し
て

い
ま
す
。

先天代謝異常の診断で
アジア諸国の子どもを救う

島根大学

　

島
根
大
学
で
は
、
一
度
に
20
種
類
以
上

の
病
気
を
診
断
で
き
る
タ
ン
デ
ム
マ
ス

法
と
い
う
検
査
方
法
を
用
い
て
、
小
児
の

先
天
代
謝
異
常
（
生
ま
れ
つ
き
酵
素
が

欠
損
す
る
た
め
に
障
害
を
起
こ
す
希
少

難
病
）
を
診
断
し
て
い
ま
す
。
こ
の
検
査

方
法
に
よ
っ
て
、
早
期
発
見
が
可
能
と
な

り
、
心
身
障
害
の
予
防
と
軽
減
が
期
待
で

き
ま
す
。
現
在
こ
の
方
法
で
診
断
で
き
る

施
設
は
少
な
く
、
同
大
学
に
は
国
内
外
か

ら
多
数
の
分
析
依
頼
が
あ
り
、
近
年
で
は

イ
ン
ド
や
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
の
ア
ジ
ア
諸

国
か
ら
の
診
断
依
頼
が
増
加
中
で
す
。
ま

た
、
同
大
学
で
研
修
を
受
け
た
北
京
大
学

や
上
海
交
通
大
学
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
現

在
、
同
大
学
と
同
じ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

て
母
国
で
診
断
し
て
い
ま
す
。

　

同
大
学
で
は
、
今
後
も
ア
ジ
ア
諸
国
と

の
共
同
研
究
を
進
め
、
病
気
の
民
族
差
、

遺
伝
的
背
景
や
生
活
習
慣
に
よ
る
症
状

の
違
い
、
発
症
機
序
な
ど
の
研
究
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

宮
崎
大
学
で
は
、
土
呂
久
（
と
ろ
く
）

ヒ
素
鉱
害
の
住
民
検
診
と
支
援
の
経
験

で
得
た
ヒ
素
対
策
や
ヒ
素
中
毒
の
知
見

を
、
ア
ジ
ア
の
地
下
水
ヒ
素
汚
染
対
策
に

活
か
し
て
い
ま
す
。
１
９
９
６
年
か
ら

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
住
民
検
診
、
汚
染
調

査
、
代
替
水
源
導
入
、
現
地
技
術
者
育
成

を
行
い
、
現
在
は
イ
ン
ド
、
モ
ン
ゴ
ル
な

ど
ア
ジ
ア
各
地
に
展
開
し
て
い
ま
す
。
国

際
ヒ
素
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
ア
ジ

ア
の
ヒ
素
対
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

も
進
め
て
い
ま
す
。
２
０
１
１
年
に
は
ヒ

素
対
策
活
動
の
歴
史
を
土
台
に
「
持
続
可

能
な
生
活
環
境
の
構
築
」
を
目
指
し
た
学

際
研
究
グ
ル
ー
プ
「
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
（
ア
イ

リ
ッ
シ
ュ
）」
を
国
際
連
携
セ
ン
タ
ー
内

に
置
き
、
ア
ジ
ア
の
保
健
医
療
と
環
境
技

術
の
社
会
実
装
と
国
際
貢
献
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

質量分析研修を行ってい
る北京大学のスタッフ

現地住民とともに行う
代替水源建設の様子

（上）と、内部にヒ素
除去フィルターを設置
して、完成した代替水
源（下）

http://www.med.shimane-u.
ac.jp/pediatrics/1-6/1-6.html

http://www.cc.miyazaki-u.ac.jp/arsenic/
http://www.cc.miyazaki-u.ac.jp/isas

研
修
医
を
受
け
入
れ

ア
フ
リ
カ
諸
国
の
医
療
人
材
を
育
成

福
井
大
学

宮
崎
か
ら
ア
ジ
ア
へ
広
が
る

ヒ
素
汚
染
対
策
活
動   

宮
崎
大
学

http://www.u-fukui.ac.jp

産婦人科で行われた手術を見学する外国人研修生

＊ IRISH ＝ International Research and Innovation for Sustainable Human-life
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日
本
で
学
び
、海
外
で
磨
く

互
い
の
特
長
を
生
か
し
た
連
携
は
、
独
自
の
強
み
を
持
つ
国
際
人
の
育
成
を
可
能
に
し
ま
す
。

専
門
性
と
国
際
性
を
高
め
る
、
海
外
拠
点
で
の
活
動
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

海
外
の
大
学
・
教
育
機
関
と

教
育
・
研
究
拠
点
を
設
立
す
る

【特集】　有機的連携で未来を拓く 国境を超える

国
内
外
の
拠
点
で

現
地
密
着
型
の
活
動
を
展
開

神
戸
大
学

　

神
戸
大
学
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化

に
向
け
、
複
数
の
教
育
・
研
究
拠

点
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
２
０
０
５

年
に
は
大
阪
大
学
、
関
西
学
院
大

学
と
と
も
に
関
西
初
の
Ｅ
Ｕ
に
関

す
る
教
育
・
学
術
研
究
の
た
め
の

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
創
設
し
ま
し

た
。
欧
州
学
術
機
関
と
の
連
携
を

深
め
、
共
同
研
究
の
推
進
や
Ｅ
Ｕ

の
歴
史
や
文
化
に
関
す
る
講
座
の

開
催
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

国
外
の
拠
点
と
し
て
は
、
ベ
ル

ギ
ー
の
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
と
中
国
の

北
京
に
オ
フ
ィ
ス
を
開
設
し
、
現

地
で
の
学
術
交
流
や
情
報
収
集
に

役
立
て
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
韓
国
、
中
国
の
大
学

と
共
同
で
、
リ
ス
ク
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
専
門
家
の
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

開
発
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ダブルディグリープ
ログラムを実施して
いるベルギーのルー
ヴァン・カトリック
大学（左）と、協定
締結の様子（右）

http://www.office.kobe-u.ac.jp/opie/kubec/

中
国
の
大
学
と

産
業
リ
ー
ダ
ー
を
育
成

九
州
工
業
大
学

　

九
州
工
業
大
学
で
は
、
国
際
社

会
で
活
躍
で
き
る
技
術
者
の
育
成

を
目
的
に
、
中
国
の
揚
州
大
学
と
、

博
士
前
期
・
後
期
課
程
の
学
生
を

対
象
に
し
た
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
学
生
は
、
両

大
学
で
研
究
を
行
い
、
二
つ
の
大

学
の
学
位
を
取
得
で
き
ま
す
。
教

員
は
、
双
方
の
修
了
審
査
に
加
わ

り
、
少
な
く
と
も
年
１
回
は
相
手

の
大
学
を
訪
れ
、
学
生
の
状
況
を

把
握
す
る
な
ど
、
き
め
細
や
か
な

教
育
体
制
を
確
立
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
両
大
学
の
学
生
が
共
同

で
企
画
・
進
行
を
行
う
国
際
発
表

会
も
開
催
し
て
い
ま
す
。
学
生
は

英
語
で
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な

ど
を
通
じ
、
専
門
性
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
養
っ
て
い
ま
す
。

揚州大学で開催された国際発表会後に
は、近郊の企業で、液晶テレビフレー
ム成型工場の見学会も行われた

http://www.kyutech.ac.jp/info/id1163.html

ア
ジ
ア
の
大
学
と

海
洋
食
資
源
研
究
を
推
進

東
京
海
洋
大
学

　

国
内
唯
一
の
海
洋
系
大
学
で
あ

る
東
京
海
洋
大
学
は
、
そ
の
研
究

基
盤
を
生
か
し
、
２
０
１
１
年
か

ら
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
研
究
・
教
育

機
関
と
、
ア
ジ
ア
の
海
洋
食
資
源

の
教
育
・
研
究
拠
点
の
形
成
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

同
大
学
は
、
安
全
養
殖
魚
な
ど

の
新
た
な
海
洋
食
資
源
の
創
生

や
、
加
工
流
通
管
理
技
術
、
国
際

物
流
の
安
全
監
視
シ
ス
テ
ム
の
開

発
に
向
け
、
先
導
的
な
役
割
を
担

い
、
ア
ジ
ア
諸
国
へ
の
教
員
派
遣

や
、
連
携
先
の
教
員
の
短
期
間
招

聘
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

教
育
面
で
は
、
大
学
院
生
の
連

携
先
へ
の
派
遣
や
、
英
語
論
文
の

書
き
方
指
導
な
ど
を
行
い
、
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
を
図
っ
て

い
ま
す
。

連携先は、タイ、ベトナ
ム、シンガポール、中国、
インドネシアなど。写真
はタイでのシンポジウム

http://www.kaiyodai.ac. jp/
project/hss/
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撮影／鈴木理策

高
橋
智
隆

「
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
の
原
点
は
『
鉄
腕
ア
ト
ム
』
で
す
」
と
語
る
、
高
橋
智
隆
さ
ん
。

京
都
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
と
し
て
、
東
京
大
学
先
端
科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
の

研
究
者
と
し
て
活
躍
す
る
高
橋
さ
ん
に
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
や
産
学
連
携
が
進
む
べ
き

分
野
や
、
こ
れ
か
ら
の
研
究
開
発
と
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
将
来
像
を
伺
い
ま
し
た
。

私
が
ロ
ボ
ッ
ト
や
機
械
に
興
味
を
持
っ

た
の
は
、
子
ど
も
の
頃
に
手
塚
治
虫
さ
ん

の
『
鉄
腕
ア
ト
ム
』
を
読
ん
だ
こ
と
が
き

っ
か
け
で
し
た
。

私
の
世
代
は「
ベ
ン
チ
ャ
ー
豊
作
の
年
」

と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
ち
ょ
う
ど

就
職
氷
河
期
が
始
ま
っ
た
頃
で
、
非
正
規

雇
用
で
働
く
か
自
分
で
会
社
を
興
す
し
か

な
か
っ
た
ん
で
す
。
私
も
一
度
、
他
の
大

学
を
卒
業
し
ま
し
た
が
、
第
一
志
望
の
企

業
に
就
職
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

原
点
に
帰
っ
て
ロ
ボ
ッ
ト
の
世
界
に
進
む

た
め
に
、
京
都
大
学
に
入
り
直
し
ま
し
た
。

入
学
後
、
一
人
で
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
っ
て

遊
ん
で
い
た
ら
面
白
い
も
の
が
で
き
た
の

で
、
学
内
の
特
許
相
談
室
に
持
ち
込
ん
だ

と
こ
ろ
、
お
も
ち
ゃ
と
し
て
商
品
化
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す
。

そ
こ
か
ら
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
ま
ね
ご
と
を

始
め
て
、
卒
業
の
際
に
は
、
大
学
内
に
ベ

ン
チ
ャ
ー
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
作
っ

て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
入
居
第
一

号
と
し
て
、
卒
業
後
す
ぐ
に
「
ロ
ボ
・
ガ

レ
ー
ジ
」
と
い
う
会
社
を
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

成
功
が
約
束
さ
れ
な
い

新
分
野
へ
挑
戦
す
る
こ
と
に

産
学
連
携
の
意
味
が
あ
る

京
都
大
学
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
で

ロ
ボ
ッ
ト
ク
リ
エ
イ
タ
ー
に

Opinion
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特
許
の
申
請
支
援
や
、
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

シ
ョ
ン
施
設
の
オ
ー
プ
ン
な
ど
と
、
大
学

内
に
個
性
的
な
学
生
の
一
風
変
わ
っ
た
活

動
を
う
ま
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
、
サ
ポ

ー
ト
し
て
く
れ
る
仕
組
み
が
あ
っ
た
こ
と

は
、
非
常
に
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
ね
。

ロ
ボ
ッ
ト
ク
リ
エ
イ
タ
ー
へ
の
道
は

大
学
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
で
開
か
れ
た
。

未
知
の
分
野
へ
の
挑
戦
を
応
援
し
て
欲
し
い
。

大
学
内
に
会
社
を
置
く
こ
と
で
、
学
外
の

方
か
ら
一
定
の
信
頼
を
得
ら
れ
ま
す
し
、

そ
の
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
が
な
け
れ
ば
、
私

は
こ
の
仕
事
を
し
て
い
な
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。

現
在
は
景
気
が
悪
い
こ
と
も
あ
り
、
基

礎
研
究
の
部
門
を
企
業
が
持
つ
こ
と
は
難

し
い
の
で
、
国
立
大
学
と
企
業
が
包
括
的

な
提
携
を
結
ん
で
研
究
を
行
う
の
は
、
い

い
方
法
だ
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
新
し
い
分
野
に
挑
戦
し
な
い

と
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
や
産
学
連
携
の
意
味
は

薄
れ
ま
す
。
過
去
の
実
績
ば
か
り
重
視
す

る
と
、
新
し
い
分
野
を
開
拓
で
き
る
技
術

や
才
能
を
拾
い
上
げ
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
に
は
、
実
績
が
不
十
分
な
若
手
研
究

者
か
ら
も
、
才
能
あ
る
人
材
を
発
掘
で
き

る
セ
ン
ス
が
、
選
ぶ
側
に
求
め
ら
れ
ま
す
。

本
当
に
市
場
が
生
ま
れ
る
の
か
、
産
業

と
し
て
成
り
立
つ
の
か
、
技
術
が
確
立
で

き
る
の
か
、
ま
だ
定
か
で
な
い
分
野
で
も
、

産
学
連
携
で
結
果
が
出
れ
ば
、
お
金
も
人

も
回
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

そ
う
し
た
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ベ
ン

チ
ャ
ー
が
参
考
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
現
在
の
Ｉ
Ｔ
産
業
の
ほ
と
ん
ど

は
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
や
マ
サ
チ
ュ

ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
な
ど
の
優
秀
な
学
生

が
、
遊
び
の
よ
う
に
つ
く
っ
た
発
明
が
始

ま
り
で
し
た
。

そ
の
発
明
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公

開
し
て
い
た
ら
、
皆
が
面
白
い
と
言
い
出

し
て
、
出
資
者
が
出
て
ベ
ン
チ
ャ
ー
が
で

き
る
。
ま
だ
、
そ
の
技
術
の
用
途
も
分
か

ら
な
け
れ
ば
、
お
金
の
回
収
の
仕
方
も
分

か
ら
な
い
ま
ま
会
社
が
で
き
あ
が
る
。
し

か
し
、
普
及
後
に
用
途
も
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
も
生
ま
れ
、
大
き
な
産
業
に
な
っ
て
い

る
ん
で
す
。

そ
れ
は
今
ま
で
の
発
想
と
は
全
く
逆
で
、

ニ
ー
ズ
や
用
途
が
最
も
後
に
出
て
く
る
と

い
う
変
な
産
業
の
で
き
方
な
ん
で
す
ね
。

し
か
し
、
そ
れ
が
こ
れ
か
ら
の
先
進
国
的

な
産
業
の
あ
り
方
の
モ
デ
ル
だ
と
思
い
ま

す
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
う
い
う
も
の
は
、
経

済
的
な
ゆ
と
り
や
文
化
的
な
豊
か
さ
が
な

い
と
生
ま
れ
な
い
か
ら
で
す
。

今
後
は
、
大
学
の
研
究
も
そ
の
方
向
に

シ
フ
ト
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
全
て
の
研
究
が
そ
う
な
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
見
常
識
的
で
な

い
と
思
え
る
研
究
テ
ー
マ
が
、
も
っ
と
認

め
ら
れ
て
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
現
在
の
学
生
や
研
究
者
に
は
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
の
多
様
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
参
加
で
き
る
と
い
う
大
き
な
特

権
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
が
、
そ
れ
を
活

過
去
の
実
績
で
は
な
く

将
来
の
可
能
性
を
求
め
た
い

逆
転
の
発
想
が

新
し
い
産
業
を
生
む

学
生
や
研
究
者
に
は

自
ら
の
特
権
を
利
用
し
て
欲
し
い
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用
し
て
い
な
い
人
が
あ
ま
り
に
も
多
い
。

大
学
や
学
会
の
中
だ
け
で
、
内
向
き
の
評

価
を
し
合
い
な
が
ら
殻
に
閉
じ
こ
も
っ
て

い
る
感
じ
が
す
る
ん
で
す
ね
。

せ
っ
か
く
そ
う
い
う
特
権
が
あ
る
の
で

す
か
ら
、
最
大
限
利
用
す
る
こ
と
で
研
究

自
体
の
幅
が
広
が
る
と
思
い
ま
す
し
、
そ

の
よ
う
な
外
向
き
の
活
動
を
し
て
い
く
こ

と
が
、
ひ
い
て
は
良
い
研
究
に
つ
な
が
っ

て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

自
ら
開
拓
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
、

そ
れ
を
社
会
が
歓
迎
し
て
く
れ
て
い
る
の

に
、
そ
の
特
権
を
生
か
し
て
い
な
い
と
こ

ろ
に
歯
が
ゆ
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

私
が
作
る
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
人
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
た
め
に
人
の
形
を

し
て
い
ま
す
。
ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
ロ
ボ
ッ

ト
（
人
型
ロ
ボ
ッ
ト
）
は
、
物
理
的
な
作

業
に
適
し
た
形
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
は
、

人
の
形
を
し
て
い
る
意
味
は
何
か
と
い
う

と
、
人
間
が
感
情
移
入
で
き
る
点
な
ん
で

す
。
人
間
は
人
の
形
を
し
て
い
る
も
の
に

は
話
し
か
け
よ
う
と
し
ま
す
。
私
は
、
そ

ロ
ボ
ッ
ト
と
人
間
が
暮
ら
す
社
会
を

体
感
で
き
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

こ
に
大
き
な
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

小
さ
な
相
棒
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
な
ん

で
す
が
、
例
え
ば
そ
う
い
う
ロ
ボ
ッ
ト
が

ポ
ケ
ッ
ト
に
入
っ
て
い
て
、
そ
れ
と
い
ろ

い
ろ
な
話
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
好
み
に
つ
い
て
の
情

報
が
収
集
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
情

報
を
元
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、

私
が
欲
し
い
情
報
や
商
品
が
提
案
さ
れ
る

わ
け
で
す
。
今
の
グ
ー
グ
ル
や
ア
マ
ゾ
ン

の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
が
、
現
実
世
界
で
も

よ
り
使
え
る
よ
う
に
な
る
。

つ
ま
り
、
私
が
作
ろ
う
と
し
て
い
る
ロ

ボ
ッ
ト
は
、
機
械
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と

人
間
を
結
ん
で
く
れ
る
、
魅
力
的
な
情
報

端
末
で
す
。
私
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
次

の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
小
型
ヒ
ュ
ー
マ
ノ

イ
ド
ロ
ボ
ッ
ト
を
１
人
１
台
持
ち
歩
く
時

代
が
く
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
世
界
の
実
現
に
向
け
て
、
い

アメリカのグランドキャニオンの断崖絶壁530.4
ｍを、6時間46分31秒かけて登ったロボット

Opinion

く
つ
か
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
動
い
て
い
ま
す
。

ま
ず
一
つ
は
、
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
小
型
ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
ロ
ボ
ッ
ト
を

持
っ
て
行
き
、
若
田
光
一
宇
宙
飛
行
士
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
よ
う
と
い
う
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
２
０
１
３
年
の
夏
に
、

ロ
ボ
ッ
ト
を
乗
せ
た
ロ
ケ
ッ
ト
の
打
ち
上

げ
が
決
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
、
人
と
ロ

ボ
ッ
ト
が
一
緒
に
暮
ら
す
、世
界
初
の「
宇

宙
に
お
け
る
人
と
ロ
ボ
ッ
ト
と
の
対
話
実

験
」
が
実
現
し
ま
す
。

そ
れ
と
も
う
一
つ
。
音
声
認
識
が
で
き

て
、
テ
レ
ビ
く
ら
い
は
操
作
で
き
る
ロ
ボ

ッ
ト
の
商
品
化
計
画
が
あ
り
ま
す
。「
身

近
に
い
る
ロ
ボ
ッ
ト
と
暮
ら
す
」
と
い
う
、

私
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
あ
る
程
度
体
感
し
て

も
ら
え
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実
現
し
て

い
く
こ
と
で
、
私
が
思
い
描
く
ロ
ボ
ッ
ト

の
将
来
像
が
、
少
し
ず
つ
現
実
に
な
っ
て

い
く
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

高橋智隆（たかはし  ともたか）
1975年生まれ。2003年、京都大学工学部卒業と同時に「ロボ・ガレージ」を創業。代表作
に「ロピッド」「エボルタ」「FT」「クロイノ」「Gabby」など。ロボカップ世界大会5年連続
優勝。米『TIME』誌「2004年の発明」、『ポピュラーサイエンス』誌「未来を変える33人」
に選定。エボルタによるグランドキャニオン登頂、ルマン24時間走行などに成功しギネス
世界記録認定。2013年夏に、共同開発したロボットが国際宇宙ステーションに打ち上げら
れる。現在、株式会社ロボ・ガレージ代表取締役、東京大学先端研特任准教授、福山大学
／大阪電気通信大学客員教授、ヒューマンキッズサイエンスロボット教室顧問を兼務。
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学生が一人ひとり丁寧に指導

亀ヶ岡文化研究セン
ターの展示室（左）
と商品化されたグッ
ズ（右）

国
立
大
学
は
、
歴
史
研
究
か
ら
最
新
の
科
学
技
術
研
究
ま
で

日
頃
の
教
育
や
研
究
の
成
果
を
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

今
号
で
は
、
地
域
や
一
般
に
開
か
れ
た
、
各
支
部
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

支部通信

発
見
！
国
立
大
学

--
S
T
U
D
Y
＆

P
R
O
D
U
C
T
S--

亀
ヶ
岡
文
化
は
、
縄
文
時
代

に
北
海
道
や
東
北
地
方
で
栄
え
、

土
偶
や
土
器
な
ど
の
工
芸
的
な

遺
物
を
数
多
く
残
し
て
い
ま
す
。

弘
前
大
学
人
文
学
部
附
属

亀
ヶ
岡
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、

亀
ヶ
岡
文
化
を
多
方
面
か
ら
研

究
し
、
優
れ
た
地
域
文
化
と
し

て
広
め
る
た
め
に
、
２
０
０
５

年
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
同
セ

ン
タ
ー
で
は
、
学
生
が
実
物
資

料
に
触
れ
る
貴
重
な
機
会
を
提

供
し
、
日
頃
の
研
究
成
果
を
展

示
会
な
ど
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

更
に
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
出

土
品
の
文
様
を
忠
実
に
再
現
す

る
方
法
を
開
発
し
、
こ
の
文
様

を
取
り
入
れ
た
、
津
軽
の
伝
統

工
芸
技
術
に
よ
る
天
然
藍
染
製

品
の
商
品
化
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
コ
ー
ス
タ
ー
な
ど
の
グ
ッ

ズ
は
、
弘
前
公
園
そ
ば
の
丸
富

川
崎
染
工
場
で
購
入
で
き
ま
す
。

亀
ヶ
岡
文
化
研
究
と

伝
統
工
芸
技
術
が
コ
ラ
ボ

弘
前
大
学
（
東
北
支
部
）

講師は学生！
地域のためのパソコン講習

北見工業大学（北海道支部）

北
見
工
業
大
学
で
は
、
地
域

貢
献
の
一
環
と
し
て
、
市
民
を

対
象
に
し
た
「
パ
ソ
コ
ン
講
習

会
」
を
、
２
０
０
４
年
か
ら
毎

年
開
催
し
て
い
ま
す
。

講
習
会
で
は
、
教
員
の
監
督

の
下
、
学
生
が
講
師
と
し
て
個

別
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
参

加
者
か
ら
は
気
軽
に
質
問
で
き

る
と
好
評
で
す
。
パ
ソ
コ
ン
の

操
作
方
法
の
講
習
の
他
、
時
節

に
合
っ
た
内
容
を
企
画
し
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
２
０
１
２
年

11
月
の
講
習
会
で
は
、
デ
ジ
カ

メ
の
使
い
方
や
、
住
所
録
作
成

方
法
を
指
導
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
年
賀
状
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

こ
の
講
習
会
は
、
学
生
の
人

間
力
形
成
の
貴
重
な
場
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
地
域

に
貢
献
で
き
る
さ
ま
ざ
ま
な
企

画
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

豚の心臓を使って手技を習う高校生

山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院

で
は
、
２
０
１
１
年
か
ら
、
医

学
部
進
学
者
と
優
れ
た
医
師
の

確
保
を
目
的
に
、
中
・
高
生
を

対
象
に
し
た
医
療
体
験
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

各
分
野
の
医
師
が
講
師
を
務

め
る
同
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
手
術

室
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
よ
う
な
精
密
機

器
の
あ
る
放
射
線
部
な
ど
の
院

内
見
学
や
、
医
療
手
技
体
験
を

目
指
せ
！
　
未
来
の
ド
ク
タ
ー

中
・
高
生
が
医
療
体
験

山
梨
大
学
（
関
東
・
甲
信
越
支
部
）

実
施
し
て
い
ま
す
。
参
加
者
は
、

内
視
鏡
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
や
腹

腔
鏡
下
手
術
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ

シ
ー
ン
を
用
い
た
手
技
、
豚
の

心
臓
を
使
っ
て
外
科
の
基
本
手

技
な
ど
を
体
験
で
き
ま
す
。

医
師
を
目
指
す
中
・
高
生
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
や
県

内
の
医
療
現
場
就
職
の
き
っ
か

け
づ
く
り
に
な
る
こ
と
を
願
い
、

今
後
も
活
動
を
続
け
ま
す
。

最新研究を世界に発信！
「研究のショーウインドー」

東京大学（東京支部）

「Todai Research」紹介パ
ンフレットを持つサイエ
ンスコミュニケーター

Todai Research :http : //www.u-tokyo.ac. jp/ja/todai-research/

東
京
大
学
本
部
広
報
室
で

は
、
同
大
学
の
研
究
活
動
を

多
く
の
人
に
広
く
知
っ
て
も

ら
う
た
め
に
、
２
０
１
１
年
に

公
式
サ
イ
ト
「
T
o
d
a
i 

R
e
s
e
a
r
c
h
」
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
同
サ
イ
ト
は
、

２
人
の
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
タ
ー
が
中
心
と
な
っ
て

運
営
を
行
い
、
日
本
語
と
英

語
で
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果

や
、
広
い
領
域
に
わ
た
る
最

新
の
論
文
情
報
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。

興
味
や
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
異
な
る
さ
ま
ざ
ま
な
読

者
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め

に
、
分
か
り
や
す
い
解
説
文

に
加
え
、
多
数
の
リ
ン
ク
を

掲
載
し
、
目
的
に
応
じ
て
情

報
を
探
せ
る
よ
う
に
工
夫
し

て
い
ま
す
。

学
術
的
イ
ン
パ
ク
ト
や
社

会
的
な
注
目
度
を
基
準
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
切
り
口
で
同
大

学
の
研
究
を
取
り
上
げ
、「
東

京
大
学
の
研
究
の
シ
ョ
ー
ウ

イ
ン
ド
ー
」
と
し
て
、
今
後
も

研
究
成
果
を
広
く
発
信
し
て

い
き
ま
す
。
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愛
媛
大
学
は
、
コ
ム
ギ
胚
芽

を
用
い
た
タ
ン
パ
ク
質
合
成
技

術
を
、
世
界
に
先
駆
け
て
実
用

化
し
ま
し
た
。
同
大
学
は
、
松

山
を
世
界
の
タ
ン
パ
ク
質
研
究

の
中
心
に
、
と
の
願
い
か
ら
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
産
学

官
共
同
で
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
に
「
と
こ
と
ん
科

学
!!　

～
タ
ン
パ
ク
質
っ
て
、

す
ご
く
な
い
!?
～
」
と
い
う
、

主
に
中
・
高
生
を
対
象
に
し
た

実
験
体
験
型
セ
ミ
ナ
ー
が
あ
り

ま
す
。
毎
年
１
０
０
人
以
上
の

参
加
者
が
、
試
験
管
の
中
で
ク

ラ
ゲ
の
緑
色
蛍
光
タ
ン
パ
ク
質

を
作
っ
た
り
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

か
ら
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
取
り
出
し
た
り

す
る
実
験
を
行
い
、
最
先
端
の

研
究
に
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
す
。

愛
媛
大
学
は
、
今
後
も
研
究

成
果
を
発
信
し
、
地
域
に
科
学

の
面
白
さ
を
伝
え
て
い
き
ま
す
。

闇
に
光
る
タ
ン
パ
ク
質
を

作
っ
て
み
よ
う
！

愛
媛
大
学
（
中
国
・
四
国
支
部
）

心に届く待ち受け画面で
受験生を応援！

岐阜大学（東海・北陸支部）

待ち受け画面を作成
した学生（上）とダ
ウンロードサイトの
ＱＲコード（下）

ワ
ー
ク
で
は
、「
受
験
生
合
格

応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
グ
ル
ー

プ
が
、
受
験
生
を
応
援
す
る
携

帯
待
ち
受
け
画
面
を
作
成
し
ま

し
た
。
学
生
は
受
験
生
だ
っ
た

当
時
の
経
験
や
、
授
業
で
学
ん

だ
こ
と
を
生
か
し
、
言
葉
の
表

現
な
ど
に
気
を
つ
け
て
、
画
面

の
作
成
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

待
ち
受
け
画
面
は
、
同
大
学

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
配
信
し

て
い
ま
す
。

岐
阜
大
学
で
は
、
全
学
共
通

教
育
科
目
に
「
広
報
・
Ｐ
Ｒ
論

入
門
～
岐
阜
大
学
を
ケ
ー
ス
ス

タ
デ
ィ
に
」
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
広
報
・
Ｐ
Ｒ
の
基
礎
的
な

知
識
を
身
に
つ
け
、
岐
阜
大
学

と
各
学
部
の
特
徴
と
広
報
活
動

に
つ
い
て
学
ん
だ
後
、
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
通
し
て
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
や
企
画
の
実

践
力
を
養
う
こ
と
が
特
徴
で
す
。

２
０
１
２
年
度
の
グ
ル
ー
プ

多
く
の
地
域
住
民
が
訪
れ
た
講
演

会
の
様
子
（
右
）
と
チ
ラ
シ
（
左
）

「
柏
原
市
民
総
合
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
は
、
体
育
祭
、
郷
土
ま

つ
り
、
商
工
ま
つ
り
を
同
時
開

催
す
る
市
民
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

第
４
回
と
な
る
今
回
は
、
大
和

川
河
川
敷
緑
地
公
園
を
会
場
に

開
催
さ
れ
、
約
1
万
７
５
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

大
阪
教
育
大
学
は
、
同
イ
ベ

ン
ト
を
産
学
官
共
同
行
事
と
位

置
づ
け
、
毎
年
参
加
し
て
い
ま

す
。
今
回
も
教
職
を
目
指
す
学

生
が
、
ス
テ
ー
ジ
演
技
や
ブ
ー

ス
発
表
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

「
似
顔
絵
」「
障
害
学
生
支
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
の
ブ
ー
ス

発
表
で
は
、
日
頃
の
教
育
活
動

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
成
果
を
公

開
し
ま
し
た
。
な
か
で
も
「
モ

ダ
ン
科
学
館
」
の
ブ
ー
ス
で
は
、

教
員
養
成
課
程
理
科
教
育
専
攻

の
学
部
・
大
学
院
生
ら
が
、
子

ど
も
た
ち
に
実
験
を
通
し
て
、

理
科
の
面
白
さ
を
体
験
し
て
も

ら
い
、
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

教
職
を
目
指
す
学
生
が

地
域
連
携
イ
ベ
ン
ト
で
活
躍

大
阪
教
育
大
学
（
近
畿
支
部
）

ブロッコリーからＤＮＡを取り出す参加者（上）と蛍光タンパク質（下）

福
岡
教
育
大
学
で
は
、
大
学

が
あ
る
旧
宗
像
郡
（
現
宗
像
市
・

福
津
市
）
の
「
宗
像
・
沖
ノ
島

と
関
連
遺
産
群
」
が
ユ
ネ
ス
コ

の
世
界
遺
産
（
文
化
遺
産
）
暫

定
リ
ス
ト
に
登
録
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
、
２
０
１
０
年
よ
り
、

宗
像
・
沖
ノ
島
を
主
な
テ
ー
マ

と
し
た
公
開
講
座
を
開
い
て
い

ま
す
。
学
問
的
成
果
を
踏
ま
え

つ
つ
、
多
く
の
人
が
楽
し
く
学

べ
る
講
座
と
す
る
こ
と
を
念
頭

に
講
師
を
選
定
し
、「
神
郡
」
な

ど
の
小
テ
ー
マ
を
設
け
た
数
回

の
講
義
に
よ
り
、
最
終
的
に
聴

講
者
が
、
宗
像
・
沖
ノ
島
に
つ

い
て
、
一
定
の
知
識
を
得
ら
れ

る
よ
う
に
企
画
し
て
い
ま
す
。

第
Ⅲ
期
と
な
る
今
回
も
、
同

大
学
教
授
に
よ
る
「
伊
能
図
と

宗
像
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演

な
ど
を
行
い
、
多
く
の
地
域
住

民
が
聴
講
し
ま
し
た
。

地元が世界遺産候補に！
地域の魅力を伝える講演会

福岡教育大学（九州支部）

理科の実験を体験する来場者
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て
、
多
く
の
人
と
出
会
い
、
人
間
的
に

大
き
く
成
長
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
例

え
ば
、
人
に
話
し
か
け
て
も
、
僕
に
は

相
手
の
返
事
が
聞
こ
え
な
い
こ
と
が
あ

り
、
昔
は
そ
れ
で
迷
惑
を
か
け
る
の
で

は
な
い
か
と
、
会
話
を
た
め
ら
う
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
今
で
は
積

極
的
に
話
し
か
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
の
挨
拶
や
マ
ナ
ー
は
、

社
会
の
マ
ナ
ー
に
つ
な
が
り
、
普
段
の

生
活
で
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

―
―
大
学
で
は
、

何
を
勉
強
し
て
い
ま
す
か
？

専
攻
は
情
報
通
信
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
を
学
ぶ
と

同
時
に
、
聴
覚
障
害
者
に
つ
い
て
の
知

識
や
文
化
な
ど
も
学
ん
で
い
ま
す
。
筑

波
技
術
大
学
は
、
日
本
で
唯
一
の
聴

覚
・
視
覚
障
害
者
の
た
め
の
大
学
な
の

で
、
設
備
が
充
実
し
て
い
ま
す
。
僕
は
、

高
校
ま
で
は
耳
が
聞
こ
え
る
人
と
同
じ

学
校
に
通
っ
て
い
た
の
で
、
聴
覚
障
害

者
の
歴
史
や
社
会
に
つ
い
て
学
ん
だ
こ

と
が
な
く
、
手
話
も
大
学
に
入
る
ま
で
、

者
国
体
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
種

目
で
も
10
人
を
超
え
る
こ
と
は
あ
ま
り

あ
り
ま
せ
ん
。
国
際
大
会
に
は
、
デ
フ

リ
ン
ピ
ッ
ク
や
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
な
ど

が
あ
り
ま
す
。　

２
０
１
１
年
の
日
本
聴
覚
障
害
者
陸

上
競
技
選
手
権
大
会
で
は
、
両
種
目
で
優

勝
、
２
０
１
２
年
の
カ
ナ
ダ
で
の
世
界
ろ

う
者
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
で
は
、
走
り

幅
跳
び
４
位
、
三
段
跳
び
６
位
で
入
賞
で

き
ま
し
た
。
上
位
に
入
れ
た
の
は
、
家
族

や
友
人
、
周
り
の
方
々
の
お
か
げ
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
カ
ナ
ダ
の
大
会
で
は
、

日
本
選
手
団
の
仲
が
と
て
も
良
く
、
集
中

し
つ
つ
も
楽
し
ん
で
競
技
に
臨
め
ま
し

た
。
た
だ
、
技
術
的
に
は
ま
だ
改
善
の
余

地
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
特
に
走
り

幅
跳
び
は
メ
ダ
ル
ま
で
あ
と
10
セ
ン
チ

だ
っ
た
の
で
、
悔
し
か
っ
た
で
す
ね
。
こ

の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
次
の
大
会
に
向
け

て
頑
張
り
た
い
で
す
。

―
―
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
培
っ
た

こ
と
を
教
え
て
下
さ
い

僕
は
小
さ
い
時
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
が

大
好
き
で
、
水
泳
や
野
球
な
ど
、
ジ
ャ

ン
ル
を
問
わ
ず
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を

や
っ
て
き
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し

自
由
で
、
ス
タ
ー
ト
の
ピ
ス
ト
ル
の
音
が

聞
こ
え
に
く
い
た
め
、
短
距
離
走
な
ど
の

速
さ
を
競
う
種
目
だ
と
、
不
利
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
自
分
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
ス
タ
ー
ト
で
き
る
跳
躍
種
目

を
選
び
ま
し
た
。

練
習
は
、
ほ
ぼ
毎
日
、
大
学
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
な
ど
で
行
っ
て
い
ま
す
。
基
本

的
に
は
一
人
で
す
が
、
大
学
の
体
育
の

先
生
や
ト
レ
ー
ナ
ー
の
方
に
見
て
い
た

だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
夏
は
ス
ピ
ー

ド
を
つ
け
る
た
め
に
走
り
込
み
を
、
冬

は
ス
キ
ー
の
練
習
を
メ
イ
ン
に
、
パ
ワ
ー

と
バ
ラ
ン
ス
力
を
鍛
え
る
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。
学
業
を

優
先
し
て
い
る
の
で
、
勉
強
が
忙
し
く

て
練
習
で
き
な
い
時
は
、
基
礎
体
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
と
、
イ
メ
ー
ジ
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
繰
り
返
し
て
補
っ
て
い
ま
す
。

―
―
デ
フ
ス
ポ
ー
ツ
の
大
会
に
は

ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
？

国
内
の
デ
フ
ス
ポ
ー
ツ
の
規
模
は
決

し
て
大
き
く
あ
り
ま
せ
ん
。
大
会
に
は
、

ジ
ャ
パ
ン
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
、
障
害

―
―
走
り
幅
跳
び
と
三
段
跳
び
競
技
を

始
め
た
き
っ
か
け
を
教
え
て
下
さ
い

も
と
も
と
は
、
冬
に
選
手
と
し
て
活
動

し
て
い
る
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
の
一
環
で
始
め
ま
し
た
。
走
り
幅

跳
び
は
中
学
１
年
か
ら
、
三
段
跳
び
は
高

校
１
年
か
ら
や
っ
て
い
ま
す
。
下
半
身
の

筋
肉
を
鍛
え
ら
れ
る
運
動
で
あ
れ
ば
何

で
も
良
か
っ
た
の
で
す
が
、
僕
は
耳
が
不

中
な か

村
む ら

 晃
こ う

大
だ い

筑波技術大学産業技術学部
産業情報学科 3 年

今、学生は
中
村
晃
大
さ
ん
は
、
２
０
１
２
年
、
デ
フ
（
ろ
う
者
）
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
大
会
で
走
り
幅

跳
び
、
三
段
跳
び
の
両
種
目
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。
学
業
や
就
職
活
動
で
多
忙
な
な
か
、

中
村
さ
ん
は
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
ろ
う
者
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
）
で
の
優
勝
を
目
指
し
ま
す
。

夢
は
世
界
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

デ
フ
ス
ポ
ー
ツ
を
広
め
た
い

筑
波
技
術
大
学
　
中
村
晃
大 

さ
ん

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
臨
ん
だ

国
際
大
会
で
見
事
入
賞

！

記
録
を
伸
ば
し
て

デ
フ
ス
ポ
ー
ツ
に
貢
献
し
た
い

日本聴覚障害者陸上競技選
手権大会での走り幅跳びの
跳躍（記録６ｍ93㎝）。三段
跳び（13ｍ90㎝）とともに
優勝した（写真提供：日本
聴覚障害者陸上競技協会）
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分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
興
味
の
あ
る

専
攻
分
野
で
必
要
な
知
識
を
学
べ
る
こ

の
大
学
は
、
僕
に
は
最
適
の
大
学
で
す
。

少
人
数
教
育
で
、
先
生
が
学
生
一
人
ひ

と
り
に
対
応
し
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が

あ
れ
ば
、
と
こ
と
ん
質
問
に
答
え
て
下

さ
る
と
こ
ろ
も
大
き
な
魅
力
で
す
。

―
―
今
後
の
目
標
を
教
え
て
下
さ
い

聴
覚
障
害
者
の
大
会
を
主
と
し
て
、

走
り
幅
跳
び
、
三
段
跳
び
、
そ
し
て
、

ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
で
世
界
一
を
目
指
し

た
い
で
す
。
夏
季
・
冬
季
両
方
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
世
界
一
に
な
る
人
は
あ
ま

り
い
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
は
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
も
同
じ
こ
と
で
す
。
簡
単
で
は
な

い
で
す
が
、
不
可
能
で
は
な
い
こ
と
を

証
明
し
た
い
で
す
。

デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
比
べ
、
認
知
度
が
低
く
、
ス
ポ
ン

サ
ー
と
な
る
企
業
が
少
な
い
の
が
現

状
で
す
。
自
分
が
記
録
を
出
す
こ
と

で
、
デ
フ
ス
ポ
ー
ツ
の
認
知
度
が
上
が

り
、
次
世
代
の
ア
ス
リ
ー
ト
の
環
境
改

善
に
一
役
買
え
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

２
０
１
３
年
は
、
ワ
ー
ル
ド
デ
フ
ス
キ
ー

カ
ッ
プ
が
ド
イ
ツ
で
、
夏
季
デ
フ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
ブ
ル
ガ
リ
ア
で
開
催
さ
れ
る

の
で
、
良
い
成
績
を
残
し
た
い
で
す
。

卒
業
後
は
、
地
元
の
長
野
で
、
大
学

で
学
ん
だ
情
報
通
信
の
知
識
を
生
か
す

仕
事
に
就
い
て
、
地
元
や
聴
覚
障
害
者

の
役
に
立
つ
こ
と
を
し
た
い
で
す
。
可

能
な
ら
、
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ー
ム
の
指
導
な

ど
を
通
し
て
、
地
元
の
ス
ポ
ー
ツ
や
、

ろ
う
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
貢
献
で

き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

助走路で３回跳ぶ三段跳びには、スピード、バランス、ジャンプ力が求められる

世界ろう者陸上競技選手権大会（カナダ）での走り幅跳び（６ｍ89㎝）。三段跳び（13ｍ94㎝）とともに入賞（写真提供：日本聴覚障害者陸上競技協会）
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